説教要旨「揺るがない希望」
聖書；ヘブライ１０章１９－２６
10:19 それで、兄弟たち、わたしたちは、イエスの血によって聖所に入れると確信しています。

10:20 イエスは、垂れ幕、つまり、御自分の肉を通って、新しい生きた道をわたしたちのために開いてくださったのです。

10:21 更に、わたしたちには神の家を支配する偉大な祭司がおられるのですから、

10:22 心は清められて、良心のとがめはなくなり、体は清い水で洗われています。信頼しきって、真心から神に近づこうではありませんか。

10:23 約束してくださったのは真実な方なのですから、公に言い表した希望を揺るがぬようしっかり保ちましょう。

10:24 互いに愛と善行に励むように心がけ、

10:25 ある人たちの習慣に倣って集会を怠ったりせず、むしろ励まし合いましょう。かの日が近づいているのをあなたがたは知っているのですから、ますます励まし合おうではありませんか。

10:26 もし、わたしたちが真理の知識を受けた後にも、故意に罪を犯し続けるとすれば、罪のためのいけにえは、もはや残っていません。
　10章19-26は二つの部分に分けて学びたいと思います。19-20と21-26です。
19-20節では今まで学んできたことが繰り返されます。「イエスは、垂れ幕、つまり御自分の肉を通って、新しい生きた道を、わたしたちのために開いてくださった。」エルサレムの神殿、その前に存在した幕屋には聖所と至聖所を分ける垂れ幕＝カーテンがかかっていました。その垂れ幕を通り抜けることができるのは犠牲の血を携えた大祭司だけであり、しかも年に一回だけでした。そこを通過しても、そこは神の臨在される天国の御座はありません。それを象徴する備品だけが置かれていたのです。
しかし、イエス・キリストはご自身の血、つまり生命を私たちの身代わりとして捧てくださり、その尊い肉をいけにえとされたゆえに、神がいます聖なる御座にまで近づいていくことができるようにされました。キリストが捧られた肉は、私たちと神のみ前との間にある隔てを除去してしまいました。
　誰も通ったことのない新しい、しかももはや死ぬことのない道が備えられています。キリストはそれを他でもない「私たちのために」切り開いてくださいました。

　だから、ヘブライ人への手紙において、「イエスの血によって、私たちは聖所に入ることを確信しています」と強い言葉で語ります。確信するとは言い換えれば確実であると信じていますということになります。

　私たちには、神のみ国に確実に入れる、などというとそれは言い過ぎではないかという思いがどこかで湧き上がります。私たちのような未熟なもの、信仰の不確かなもの、時には疑ってかかるような人間がどうして今の段階で、神の御座の真ん前まで出ることができるのかと考えるのは当たり前のことです。もっと修養し、もっと勉強をしなければとっても神の前に出ることなど出来はしないと思うものです。けれども、私たちは現状が完璧な信仰まで至っていないとしても、ここに記されているように、今この時点でも神の前に出ることができると確信していいのです。誰がなんといおうと私たちは神の前に出る資格をもっています。その資格は、イエス・キリストの裂かれたからだ、流された御血潮のゆえなのです。ヘブライ人への手紙において私たちはこの一点を集中して学んできました。
　21-26節では、19-20節で言われたこと、ひいては4章14節以来ずっと教えられてきたこと、大祭司としてのキリストによって、私たちは確実に神の恵みの御座まで近づいて行けるという確実性が語られたのですが、その上で（21節の「更に」は「その結果」の意味を含みます）、私たちはどうなっているのか、あるいはどうすればいいのか、という問題に焦点が絞られます。

　21-26節は更に3点について書かれているということができます。順次見ていきましょう。

　21-22節の最後は、神に近づこうではありませんかといい、今までの主題が繰り返されています。憚ることなく神の恵みの御座に近づこう。これが主題でした。ここでは、真心から近づこうといわれます。偽りのないここと、あるいは疑いのない心をもって、という意味です。
なぜ、そんなことができるのか。私たちには神の家を支配する大祭司イエス・キリストがおられるからだといいます。その大祭司はご自身の血を携えて神に私たちのために執り成しをしてくださいます。だから、ここでいう「神の家」とは、大祭司がともにおられるものたちの集団ということになります。大祭司イエス・キリストを主と崇め、そのお方につき従う神の家族をさしていると見れば、そこに当然私たちも含まれます。
　この大祭司のもとにある私たちは、清められています。しかも、心だけではなく、からだも清められています。大祭司イエス・キリストが注がれた血潮によって、私たちは清められています。その魂を腐敗させ、汚す罪と咎はこのキリストの働きにより拭い去られています。だから、良心の咎めを感じる必要はないと言われます。私たちは誰も生まれながら良心を植えつけられています。キリスト者も同じです。だから、キリストを信じていてもこの良心の咎めに苛まれます。その日一日を振り返りますと、私たちは傷つける言葉を吐いた、誰も分からないけれども心の中で憎悪、時には殺意さえ抱いたと思い返して慄然とします。これが良心の咎めで、ちくちくと私たちの心を悩ませます。なんとわたしは罪に穢れているものであろうか。こういう思いを抱くものです。良心の咎めは罪意識と言ってもいいのかもしれません。イエス・キリストの血はそのような一切の罪の残滓も含めて許しを約束する素晴らしい御業です。私たちの魂は既にキリストによって洗い清められています。
　ここで、心だけではなく、からだも清められると記されています。これはどういうことでしょうか。清い水が洗うとあります。ここから直ちに考えるのは9章18です。そこには汚れを洗うものとして、緋色の羊毛、ヒソプ、それから水、更に動物の血も挙げられていました。儀式的にイスラエルの人たちはからだが清められました。しかし、ヘブライ人への手紙では、これらに勝ったいけにえでなければ清められないと語ります（9章23）。私たちは、まことの契約の血であるイエス・キリストによって、外面的にも清められます。ここで言われていることはむろん旧約聖書に規定されている清めの品々ではなく、まことのイエス・キリストによる罪の洗いを示す「洗礼」をさしていると考えるのが妥当だと思います。洗礼は、単なる水の注ぎではありません。イエス・キリストが流された血潮による、罪の洗い流しを示す礼典(秘跡)です。ですから、キリストを信じて洗礼を受けているものはそのからだも清められていて、そのからだもまた救いにあずかるのだという約束を信じるものなのです。
　23節．ここには「希望」が語られます。確実に神の御座まで近づいていけると神は約束してくださいました。キリストのゆえに私たちは間違いなく神のみ前まで大胆に行くことができます。固い約束、新しい契約を締結してくださった方は真実な方であって、二枚舌など決して使われることはありません。だから、希望をしっかり持てと勧められます。
　信仰の本質は希望だと思います。パウロの有名はトライアングルを持ち出すまでもなく〔1コリント13章13〕、希望のない信仰などありえません。信仰はいつも希望に裏打ちされています。そして、その希望は公然と言い表されているとありますが、だから、この希望は信仰として証しされ、告白されています。単なる信仰箇条ではなく、キリストを信じて生きることは、どんな現実にも関わらず希望を失わないで生きることでもあるということを内外に明らかにすることでもあります。神を信じるものは希望を持っているべきなのです。
　しっかり保てと命じられています。希望はそれ自体なかなか持てない場合もあります。全く絶望のどん底に突き落とされたと感じる試練もあります。希望のないような状況にキリスト者もしばしば押しやられます。そのような中でも力を振り絞って希望を心に抱き、あるいは希望を揺るがせないように全力で励むことをここで勧告されています。希望は振り絞るようにして生まれてきます。キリストを信じるものはこのキリストに信頼するゆえにぎりぎりのところでも希望を持ちうるのです。この世の人々は絶望しますが、キリスト者はどん詰まりでもキリストの固い約束を信じて、希望を持つのです。

　最後に、24-26節。ここでは、互いに励ましあいなさいといわれます。何について互いに励ましあうのかといいますと、愛と善行に励むという点です。互いに愛し合う、あるいは善行によってよい証を立てる。キリストの血によって憚ることなく神の御座に近づいていこうとする者にはこのようないわば｢義務｣があります。縛られるべき義務ではなく、自由にするべき義務です。
　愛と善行はキリスト者に特に勧められる実践であるといいうるのですが、いうほど簡単ではありません。愛することはなかなか実践できません。そして、善行もなかなかできないものです。

　ヘブライ人への手紙では、だから、｢互いに｣という言葉を付け加えています。こういうことは励ましあわないとできないことなのだというのです。一緒に愛と善行に励みましょうと互いに奮い立たせる必要があります。あるいはこういうことも言えると思います。励もうとするだけでは私たちはついに倦み疲れます。いろいろな状況の中で励ます側に立つだけでは疲労困憊になりかねません。ここでは、励まされる経験も含まれます。
　何気ないひとことの励ましの言葉に意気消沈していたのに元気付けられるというような経験は誰もがしているのではないでしょうか。

　このような励ましあいが起こるところは｢集会｣です。集会は、｢教会｣を意味する場合もありますが、ここはまさしく該当します。集会はただ礼拝のために集まっているだけではありません。互いに励ましあうためにも集まっているのです。だから、集会をやめる、集会出席だけではなく、そこで行なわれる交わりも怠らないようにと、ここでは勧められています。礼拝だけではなく、愛餐会、また、さまざまな奉仕のための会、それは奇特な一部の人たちが集まればいいというのではありません。むしろ、その場で互いに励ましあい、支えあうということが起こらなければなりません。｢かの日｣とはキリストが再びおいでになる終わりのときを指しています。その日は近い、だからこそ今、互いに励ましあうことが必須だというのです。(この項おわり)
　
